
 
 

 
 

  第 3 次糸満市男女共同参画計画 

～ いちまん VIVO プラン ～ 
(糸満市女性の活躍推進計画 糸満市ＤＶ防止基本計画) 

【 概 要 版 】 
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第３次糸満市男女共同参画計画～いちまん VIVO プラン～では、総合計画の目指すまちの姿の

ひとつである「支え合って共に生きる平和のまち・糸満市」のもと、互いの違いを認め合い、人

権を尊重し、多様な生き方を認め合う共生のまちづくりに取り組むことを目的として策定しまし

た。 

 

 

第 3 次糸満市男女共同参画計画～いちまん VIVO プラン～の計画期間は、令和 4 年度から令和

13 年度までの 10 年間とし、中間年度である令和 8 年度に見直しを行うものとします。 

 

 
 

■「第3次糸満市男女共同参画計画～いちまんVIVOプラン～」は、「男女共同参画社会基本法」

第 9 条及び第 14 条第 3 項に基づく「市町村男女共同参画計画」として位置づけられます。 

また、本計画は、「配偶者からの暴力の防止及び被害者の保護等に関する法律」第 2 条の 3

第 3 項に基づく「市町村基本計画」、「女性の職業生活における活躍の推進に関する法律」第 6

条第 2 項に基づく「市町村推進計画」を包含します。 

 
■第 3 次糸満市男女共同参画計画～いちまん VIVO プラン～は、国の「第 5 次男女共同参画基本

計画」や県の「第 5 次沖縄県男女共同参画計画～DEIGO プラン～」、「沖縄県配偶者等からの

暴力防止及び被害者支援基本計画」を勘案するとともに、本市の上位計画である「第 5 次糸満

市総合計画（第 2 期糸満市まち・ひと・しごと創生総合戦略）」の部門計画として位置づけ、

国際社会共通の目標である「SDGs」(持続可能な開発目標)を念頭に置きながら、他分野の関

連計画との整合性を図っていきます。 

図表 ＳＤＧｓ17 の持続可能な開発目標 
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１ 男女共同参画計画の将来像 

第 3 次糸満市男女共同参画計画～いちまん VIVO プラン～では、総合計画の目指すまちの姿のひ

とつである「支え合って共に生きる平和のまち・糸満市」を本計画の「まちの将来像」と位置づけ、

互いの違いを認め合い、人権を尊重し、多様な生き方を認め合う共生のまちづくりに取り組みます。 
   

～ 第 3 次糸満市男女共同参画計画～VIVO プラン～ まちの将来像 ～ 

支え合って共に生きる平和のまち・糸満市 
 
 

２ 基本方向・目指すまちの姿 
 
（1）【基本方向Ⅰ】あらゆる分野における男女共同参画の推進拡大 

【目指すまちの姿】 

○方針決定過程に女性が対等に参画し、女性が生き生きと活躍しています。 

○募集・採用や昇進・配置、賃金などでの男女格差が解消され、市民一人一人の個性、能力、意欲

が十分に発揮できるまちになっています。 

○ワーク・ライフ・バランスを推進し、男女共にゆとりと充実感をもって働けるまちになっています。 

○家族全員で家事・育児・介護を分担し、喜びと責任を分かち合うまちになっています。 

○地域活動や地域づくりに多様な意見が反映され、子どもから大人まで住み良いまちになっています。 

○地域の中での助け合いや公的サービスにより、市民が生き生きと地域活動に参画しています。 

○災害時にも、女性をはじめ多様な人々の視点が反映され、安心して暮らせるまちになっています。 

 

（2）【基本方向Ⅱ】安全・安心な暮らしの実現 

【目指すまちの姿】 

〇人権を侵害するあらゆる暴力が根絶され、誰もが安心して暮らせるまちになっています。 

○ジェンダー平等が進み、差別のない社会に向けた取り組みが充実しています。 

○男女がともに命の大切さや性に関する正しい知識を持ち、自ら判断できる環境が整っています。 

○人生 100 年時代に向け、健康を維持し、質の高い生活を享受しています。 

 

(3)【基本方向Ⅲ】男女共同参画社会の実現に向けた意識の向上 

【目指すまちの姿】 

○固定的な性別役割分担意識に基づく慣習やしきたりが見直され、一人一人の考え方や行動が尊重

されるまちになっています。 

○家庭・地域にジェンダー平等が浸透し、豊かで住みよいまちになっています。 

○平和を発信し続けるとともに、地域の歴史・文化活動が生かされたまちになっています。 
   

２ 
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基本方向Ⅰ 
あらゆる分野における男女共同参画の推進拡大 

(糸満市女性の活躍推進計画) 

 

基本目標１ 政策・方針決定過程への女性の参画拡大(糸満市女性の活躍推進計画) 

審議会や委員会等において、ジェンダーバランスの

とれた委員構成となるよう取り組みます。 

市の女性職員について特定事業主行動計画に基づ

き、職域拡大及び管理職等への積極的な登用を図りま

す。 

【施策】 

１ 女性委員の比率向上に向けた啓発 

２ 市役所における女性の参画の促進 

 

基本目標２ 雇用等における男女共同参画の推進と仕事と生活の調和(糸満市女性の活躍推進計画) 

女性が能力を十分に発揮し活躍することができるよ

う、事業者による積極的改善措置（ポジティブ・アク

ション）などの取り組みを促進します。 

男女がともに子育てと仕事や地域活動などに取組め

るよう幼児教育保育施設等の待機児童の解消を目指し

ます。 

【施策】 

３.女性活躍の推進への働きかけ 

４.女性の能力向上、就労のための支援 

５.創業・起業支援  

６.育児・介護休業制度の利用促進 

７.育児・介護サービスの充実 

 

基本目標３ 地域における男女共同参画の推進(糸満市女性の活躍推進計画) 

地域で活躍が期待できる女性リーダーの活動を後押

しできるような環境づくりを進めるなど、地域活動の

方針決定過程への女性の参画を促進します。 

災害発生時に、男女共同参画の視点にたった防災対

策及び防災の現場における女性の活躍を推進します。 

【施策】 

８.男女共同参画に関する学習機会の提供 

９.地域の組織、市民団体との連携 

10.男女共同参画の視点に立った災害時対応 

11.防災に関する活動等への女性の参画促進 

 

  

指標 

番号 
指標内容 所管課 

現状値 

(令和２年度) 

目標値 

(令和７年度) 

1 市各種審議会への女性の登用割合 政策推進課 25％ 30％ 

2 市管理職に占める女性職員の割合 人事課 14.8％ 25％ 

3 
人•農地プラン検討委員会における女性委員 

登用割合 
農政課 33％ 

委員全体の 

33％以上 

4 男性職員の育児休業取得率 人事課 13.8％ 15％ 

5 認定農家申請における家族協定締結数 農政課 7 戸 10 戸 

6 保育所等利用待機児童数 保育こども園課 26 人 0 人 

7 放課後児童健全育成事業実施数 こども未来課 
18 施設 

21 支援単位 

21 施設 

25 支援単位 

8 
沖縄県ワーク・ライフ・バランス認定企業の 

市内企業数 
商工水産課 3 社 10 社 

9 自治会長に占める女性の割合 市民生活環境課 9％ 10％以上 

10 全防災士に占める女性の割合 秘書防災課 10％ 12％ 

11 市消防団員数に占める女性の割合 消防総務課 10％ 15％ 

３ 
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基本方向Ⅱ 安全・安心な暮らしの実現 

 

基本目標４ あらゆる暴力の根絶（糸満市 DV 防止基本計画) 

男女間のあらゆる暴力の根絶を目指し、市民一人ひ

とりが暴力は重大な人権侵害であるとの認識を持つよ

う周知・啓発を行うとともに、被害者が、安心して相

談し、必要な支援を適切に受けられるよう相談窓口を

設置します。 

【施策】 

12.意識啓発と情報提供の充実 

13.相談業務の拡充 

14.関係機関との連携強化 

15.ハラスメント防止のための啓発 

16.相談窓口に関する情報の提供 

 

基本目標５ 困難を抱える人への支援 

生活上のさまざまな困難の解決を図るため、誰もが

安心して暮らせるよう相談しやすい環境の整備を図り

ます。 

多様な性の尊重により、すべての市民が暮らしやす

い社会の形成に向けて取り組みます。 

【施策】 

17.ひとり親家庭の自立支援の推進 

18.高齢者等の生活支援の推進 

19.障がいのある人への健康支援 

20.経済的困窮世帯への支援 

21.性的マイノリティに対する支援 

 

基本目標６ 生涯を通じた健康支援   

女性の自己決定権が尊重され、生涯にわたって健康

な生活を送るための環境づくりを目指します。 

ライフステージに応じた身体と心の健康管理・保持

増進と生きがいづくりを支援します。 

【施策】 

22.性に関する理解と性感染症予防 

23.母子に対する健康支援 

24.ライフステージに応じた健康支援 

25.心の健康支援 

 
指標 

番号 
指標内容 所管課 

現状値 

(令和２年度) 

目標値 

(令和７年度) 

12 

配偶者等からの暴力を受けた方で、「どこ(だれ)にも

相談しなかった(できなかった)」割合 

(市民アンケート調査結果) 
政策推進課 

46.5% 

(R3 年度) 

23.0% 

(R8 年度) 

13 
自分の性、心の性について悩んだときに、相談でき

なかった割合(中学生アンケート調査結果) 
政策推進課 

41.9% 

(R3 年度) 

10%以下 

(R8 年度) 

14 高等職業訓練促進給付金の支給人数 こども未来課 6 人 8 人 

15 子供の居場所の設置数 こども未来課 6 カ所 8 カ所 

16 糸満市性の多様性尊重宣言（仮称）等の検討 政策推進課 ― 宣言 

17 特定健診受診率（40～50 代） 健康推進課 18.8％ 28.3％ 

18 市職員の訪問型特定保健指導対象者に占める指導割合 人事課 46％ 60％ 

19 介護予防教室参加人数 介護長寿課 
延べ 

10,870 人 

延べ 

12,370 人 

20 若年者の健診受診率（20～40 歳未満,国保加入者） 健康推進課 11％ 14.0％ 

21 スポーツイベントの女性参加者の割合 
観光・スポー

ツ振興課 

37.9% 

（R 元年度） 
41％以上 

22 妊婦教室パートナー参加率 健康推進課 62％ 70％ 

  

４ 
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基本方向Ⅲ 男女共同参画社会の実現に向けた意識の向上 

 

基本目標７ 男女共同参画意識の向上 

あらゆる立場の人々が個性と能力を十分に発揮する

ことができる社会を目指し、人権尊重や男女共同参画

意識の啓発に取り組みます。あらゆる世代に対し様々

な媒体や機会を通じた広報・啓発活動に努めます。 

【施策】 

26.条例・男女共同参画計画の周知 

27.啓発活動の充実 

 

基本目標８ 男女共同参画社会推進のための教育・学習の推進 

幼少期からの教育や子どもから高齢者まで、一人ひ

とりの個性と能力を大切にする幅広い市民のライフス

テージに対応した教育・学習を推進します。 

【施策】 

28.学校等における男女平等教育の推進 

29.家庭・地域での男女平等意識の形成 

 

基本目標９ 平和な社会や多様な価値観を認め合う社会の形成 

平和に対する意識を醸成します。 多言語による情

報提供を促進し、男女共同参画に関する理解の推進を

図ります。 

【施策】 

30.平和教育・国際交流の推進 

 

指標 

番号 
指標内容 所管課 

現状値 

(令和２年度) 

目標値 

(令和７年度) 

23 

社会のあらゆる場面において、男女が「平等」

であると回答する市民の割合(市民アンケート

調査結果) 

政策推進課 

(R3 年度) (R8 年度) 

 家庭生活 36.8% 

全項目 

50%以上 

職場 38.3% 

学校教育の場 53.2% 

政治の場 10.9% 

法律や制度の上 28.8% 

社会通念・慣習・しきたり 13.5% 

自治会や PTA などの地域活動の場 39.1% 

社会全体的にみた場合 16.2% 

24 男女共同参画に関する講演会等参加者人数 政策推進課 8 人 60 人 

25 

家事は誰がするのが一番良いと思うかについ

て、「男の人と女の人が協力してするのがよ

い」と回答した割合(小学生・中学生アンケー

ト調査結果) 

政策推進課 

小学生 77.0% 

(R3 年度) 

小学生 90.0% 

(R8 年度) 

中学生 81.5% 

(R3 年度) 

中学生 90.0% 

(R8 年度) 

26 
学校生活環境調査 

(小学生・中学生アンケート調査結果) 
政策推進課 － 実施 

27 糸満市平和祈念祭の参加人数 政策推進課 
220 人 

(R 元年度) 
500 人 

28 糸満市平和ガイド育成者数 政策推進課 119 人 150 人 

  

５ 
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３ 糸満市男女共同参画社会推進条例 

糸満市は男女共同参画社会を推進するための条例を制定しています。 

平成 22 年に「糸満市男女共同参画社会推進条例」を制定し、市と市民(家庭)も、職場、教育の場

等がともに協力し男女共同参画の推進に取り組んでいくことを示した条例です。 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

４ 相談窓口一覧 
 

１人で悩んでいませんか 
～ 困ったときは悩まずに相談してみましょう ～ 

 

主な相談窓口一覧 

  相談内容 相談先 連絡先 

身近な相談窓口 ＮＰＯ法人子育て応援隊いっぽ 098-987-4522 

人権問題など 

様々な問題 

みんなの人権 110 番 0570-003-110 

沖縄県男女共同参画センターてぃるる 098-886-9090 

にじいろ相談※(LGBTQ 等の相談) 
098-880-8434 

毎週土曜(10～17 時) 

配偶者等からの 

暴力など 

配偶者暴力相談支援センター 
沖縄県女性相談所 098-854-1172 

南部福祉事務所 098-889-6364 

警察安全相談  ２４時間受付 
098-863-9110 

または「♯9110」 

性暴力について 
沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センター 

♯8891 繋がらない場合 

098-975-0166 

県警 性犯罪被害相談電話 ♯8103 

職場での問題 沖縄労働局総合労働相談コーナー 098-868-6060 

子どもや若者の 

悩み 

親子電話相談室 

098-869-8753 

夜 10～朝 9時までは 

0120-0-78310 

子ども・若者総合相談センター 098-943-5335 

おきなわ子ども虐待ホットライン 098-886-2900 

児童相談所虐待対応ダイヤル 189 

市 
男女共同参画社会の推進に関する取り組

みを計画的に進めること 

市民 
家庭や職場、地域などあらゆる場におい

て、男女共同参画の推進に努めること 

教育者(学校) 
男女共同参画に基づいた教育を行うよう

にすること 

事業者(職場) 
事業活動、職場における男女共同参画に

努めること 

６ 

※にじいろ相談は、身体の性と心の性が違うことによる悩み等の相談先 
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